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相互チェック評価を受けました  

 

感染防止対策地域連携加算に伴う相互チェックが７月１８日に 

実施されました。 

今回は、佐世保共済病院の方を中心として長崎労災病院、佐世保市

総合医療センターより合計７名の方が来られ、当院の評価をしてい

ただきました。  
 

  

 

 

感染委員会議事録や 

  感染マニュアル等の書類を  

確認されています。 

 

 

 

その後、各場所を確認し評価していただきました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

≪共済病院の方からのコメント≫ 

 

・鼻マスクの職員が多かった 

 

・手洗いのすずき時間が短い 

 

・古い紙箱を容器に使用していた  

 

・禁煙を呼びかけるポスターはとても良いと思った 

 

 

感染対策に対しての意識が個々で差が出てしまうので 

もう一度、再確認をしていきましょう！   

 



 

見直そう！マスクの付け方 

 

正しくマスクを装着できていますか？ 

ただマスクを装着するだけでは十分な      

感染対策効果は得られません。 

普段のマスク着用の仕方を見直しましょう！ 

 

  正しいマスクの付け方 

 

・マスクの向きを確認する 

 表裏を確認しプリーツが下向きになるようにします。 

・ノーズフィッターを調整する 

 鼻の形に合わせてマスクと鼻のすき間を少なくします。 

・顎まで覆う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



感染性胃腸炎に気を付けましょう 

   

県内での感染者数が増高傾向にあります 

 

感染性胃腸炎とは・・・ 

 

細菌またはウイルスなどの病原微生物による嘔吐、下痢、発熱を

主症状とする感染症です。 

 

 

主な原因・・・ 

ノロウイルスやロタウイルス、エンテロウイルス、アデノウイル

スなどのウイルス感染によるものが主流ですが、腸管出血性大腸菌

などの細菌が原因になることもあります。 

 

 

予防対策 

 ・手指消毒・手洗いを徹底する 

 （石鹸と流水でしっかり洗いましょう） 

 ・食材の冷蔵管理 

 （要冷蔵のものは 10℃以下） 

 ・適切な加熱 

 （中心温度 75℃で 1分以上が目安） 

  

 

 

症状を放置すると 

脱水症などの合併症を招きやすいため 

きちんと病院受診をしましょう！ 


